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ニホンジカにみられた捻転歯の一例

幸＊ 雄*＊′壹島 弘 崎 重臣三

I.諸言

捻転歯とは榎恵（ 1974）によると,歯牙がその長軸

に対して回転しているものをいう。

人類の捻転歯は，古くより研究が進められ,Ruffbr

(1920), OJlima(1937),根津(1940,1942),Howes

（1945)，野本(1954, 1955),Dahlbergほか(1958),

富士川（1958)，岩沢(1960),松本，黒田(1970)など

多数の報告例がある。 しかし野生動物については，

化石種の2標本(Ray, 1967 ; Changkang&Tao,

1978），遺跡から出土した1標本(DriesCh, 1975) ,

タンザニアの4標本(Gainer, 1982) ,およびコロ

ンビアの6標本(mwan, 1946)を除いて報告例はな

く， またくわしい記載はなされていない。

このほど，関東北部の足尾山地で1977年1月に捕

獲されたニホンジカ（α""s""po"Temminck)
の頭蓋骨を調べる機会を得たが，大臼歯にめずらしい

捻転歯がみられたので， ここに記載をし，若干の考察

を試みたい。

Ⅱ.記載
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Rotateduppermolars2-M2,軸ﾕ)ofJapanesedeer (Ct""s""O"Temminck),
Everyscalemthese6guresis lqn.
A: Inferiorview B: Infbriorview(radiograph).

Fig. 1

HiroyukiMishimaandShigeoMiyazaki: Aspecimenof rotated teethofJapaneseDeer(Ctrl'zJs
""O"Temminck)

＊ 日本大学松戸歯学部第2解剖学教室

*＊ 群馬県立前旙第二高校
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A: Right.

本標本は群馬県難君藤村で捕狸されたﾆﾎﾝジｶ
(Cen'"s〃抑o"Temmnick)の雄の頭蓋骨で，脳
頭蓋および顔面頭蓋の鼻骨，切歯骨などを欠損してい

る。歯の咬耗の程度から壮年期のシカと判断される

（図1-A)｡

上顎第2大臼歯(且M且)が左右ともかるく遠心に捻
転し，かつ頬側に，左が28． ，右が25・傾斜してい

る。また遠心にわずかに転位している。上顎第2大臼

歯と上顎第3大臼歯(且M且）との間に，左右ともそれ

ぞれ3”あまりの歯隙が形成されている（図1-A,

B)｡

上顎第2大臼歯(且M且)の捻転は，左右ともかなり
著しい（図2-A, B)。野本( 1954)の計測法に従

って得られた上顎第3大臼歯(且M&) ,上顎第2大臼
歯(且M且)の捻転度を表1に示す。

上顎第2大臼歯(且M4),上顎第3大臼歯(且M且）
はいずれもわずかに低位にある（図3， 4）。

figure loftheuppermolars

B: Left.

本標本は重度の歯周疾患にかかっていて，上顎第1

大臼歯(上M上)から上顎第2大臼歯(皇M且）にかけて，
および上顎第2大臼歯(皇M且）から上顎第3大臼歯
(且M且）にかけての2ケ所の歯槽突起が，左右とも吸

収され，大きな陥凹部を形成している（図3， 4）。

側面のX線像（図5）では，左側の上顎第1大臼歯

(LM)と上顎第2大臼歯(&M)との間の歯槽突起の
吸収が特に著しい。この陥凹部分には固くなった食物

残澄の繊維成分がぎっしり詰まっていた。

Ⅲ．考察

捻転歯は，人類の場合， 野本（ 1954）によると小

臼歯部で最も多く前歯部，大臼歯の順で出現する。野

生動物ではRSeZJ(izxiS9wZyi (ChangkangandTao,

1978)，〃ﾉoﾉりﾉ拠S〃"s"(Ray,1967), O"jrsp.

またはC"msp.(DriesCh,1975),Gﾌ""OC,hae舵s

"Z"伽"S畑"Sm"i (Gamer,1981)の4つの報

告例しかなく， このような歯種別による出現率の差異
を知ることができない。しかし， シカ科(Cervidae)

に属する耐e"dIIximg7"iでは捻転歯が上顎第3
大臼歯に出現している。捻転の方向は近心であり，
捻纒の角度は155．で，本標本と等しい。シカ科の動

物では，捻転歯が上顎第3大臼歯に出現する可能性が

高いと予想されるが，今後さらに資料の増加するのを

まちたい。

捻転歯の原因については定説がないながら，①遺伝

的要因(Dahlberg, 1958) ,②乳歯の晩期残存
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B distal distal malial medial

Tablel Degreeanddirectionofrotation.

A: Degreeofrotation, B:Directionofrotation
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(Dahlberg, 1958),③歯胚の位侭異常(滝本) 1981),

④歯牙の萌出余地の狭陰(Dahlberg, 1958),⑤歯

周疾患（覚道ほか, 1976），⑥乳歯と永久歯の交換間

隔の長さ（岩沢， 1960），などの原因があげられてい

る。

本標本では上記の①，②，③，⑥，の原因について

は検討する情報をもち合わせていない。ここでは，④，

⑤について若干の考察を試みる｡

表2には，本標本ならびに足尾山地産ニホンジカの

歯槽弓*'の長さおよび各臼歯の歯冠最大近逮心径を示

してある。この表から本標本は，他の標本に比べて，

歯槽弓の長さが特に短かいということはなく， また上

顎第2大臼歯(且M2) ,上顎第3大臼歯(且M且)が特
に大きいということもない。

上顎第1大臼歯の遠心面から上顎第3大臼歯の遠心

端までの歯槽弓の長さは左が37．0”，右が36．4”で

あり，上顎第2大臼歯(且M2) ,上顎第3大臼歯
（且M且)が正常な位侭に生えていたとしても，なお歯
槽弓にまだ余地がある。したがって，本標本の捻転歯

の原因のひとつが上記の④である可能性は考えにくし､。

本標本は，重度の歯周疾患にかかっていて，歯槽突

起が極度に吸収されている。そのため上顎第1大臼歯

(LM"の遠心側から上顎第3大臼歯の近心側までの
歯根が充分に歯槽内におさまっていない。

しかし捻転歯の捻転の方向，捻転の角度が左右とも

等しく， また歯の傾斜は左右ともよく類似しているこ

とから，捻転の原因は歯周疾患より，別の要因（①，

②，③，⑥， ）が強く影響していると思われる。

なお本標本における歯周疾患の原因は質のよくない

繊維成分の多い食餌による( Game5 1982)と推定

される。さらに捻転歯の存在が歯周疾患に影響を与え

ているとも考えられる。

哺乳類の化石においても，歯の異常ならびに歯周疾

患の例が観察される可能性はあり，今後は大いに注目

していかなければならないと思われる｡
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Fig. 3Rightmolarsmlabialview
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Fig.4Leftmolarsinlabialview
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Ⅳまとめ

本稿では，足尾山地産のニホンジカ（αﾉ"IWS""p-

o"TEMMINcK)の捻転歯の一例を報告した。捻転歯

の原因は遺伝的要因，乳歯の晩期残存，歯胚の位置異

常，乳歯と永久歯の交換間隔の長さなどが考えられる。

さらに本標本では歯周疾患も併発しており’その原因

は食餌や捻転歯の存在などにあると思われる。

稿を終るにあたり， 日本大学松戸歯学部の平井五郎

教授を初めとする教室の方々には日頃から御指導，御

援助を頂いている。群馬県の北詰政雄氏には貴重な標

■－I

Fig.5 InfbriorriJItlabialview(radiograph)

本を研究用に供与して頂いた。日本大学松戸歯学部歯

科矯正学教室の清水典佳氏には捻転歯に関して御助言

を頂いた。東京医科歯科大学歯科矯正学教室の武内真

利氏には本稿の内容に関して，検討して頂いた。鶴見

大学の小寺春人会員には本稿の御校閲をして頂L､たo

以上の方とに心から御礼申し上げる。

＊1 藤田( 1949)による。
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Table2 Lengthoftheuppermolarin

deer. A: Presentspecimen

molarinthemedialdistaldirectionandthealveolararchofJapanese
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ASpecmenofRotatedTeethofJapaneseDeer"""s〃仰o"Temmink)

HiroyukiMishimaandShigeoMiyazaki
(Abstract)

AmaleJapanesedeer(Cb""s""o"Temmink)withrotatedteethwasdiscovered in theAsio

MountamsinGunmaPrefecture,CentralJapanThe rotated teeth ;ire theupper thirdmolars(aMX)
whichrotatedstronglytodlemedialsides.Themalpositionsofthese teethareconsideredtoberesulted

廿omtheheredity, thepersistenceofdeciduousteeth,anomanesinpositionofthetoothgerm, thetime
ofexdlangeofdeciduous teethfbrsuccedaneousteethltisassumedthattheperiodentaldiseasesofthis

dearareassociatedwithpoorquality,highfiberdiets, andtheexistenceoftherotatedteeth.
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